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-学習センターの安心・安全確保のために- 

放送大学神奈川学習センター所長 

福富洋志 

 

みなさま，学業を順調に進めていらっしゃる

でしょうか。2020 年度第二学期に入りました。

神奈川学習センターでは，昨年第二学期を 91 名

上回る多数の新入生の皆様をお迎えいたしまし

た。新入生の方々を始め，学生の皆様全員の学

修を支援するために，学習センターは様々な努

力をして参ります。 

しかしながら，「あきだより」を発行するこの

時期になりましても，残念ながら新型コロナウ

イルス感染症の感染状況を注視しながらの学習

センターの運営が続いています。この「あきだ

より」は，新型コロナウイルス感染症の感染拡

大防止策と，今後の学習支援活動の紹介を中心

に構成いたしました。 

南関東一都三県の 3 月末以来の新型コロナウ

イルス感染症の新規感染者の累計を図 1 に示し

ます。緊急事態宣言は 4 月に発出され，解除宣

言が 5 月下旬になされました。そして，9 月初

旬のGo Toトラベルを皮切りに，Go Toイート，

Go To イベント，そして G o To 商店街，と次々

に新しい Go To キャンペーンが始まり，多くの

人が参加，利用しています。新型コロナウイル

スの脅威が去ったかのように日常生活を送るよ

うになった方も少なからずいらっしゃるように

感じます。しかし，現実は図 1 です。   

令和 2 年 10 月 22 日現在，南関東一都三県の

累計感染者数は 47,878 人，日本全体の感染者

数の約 50％がこの地域に集中しています。この

地域の人口は日本全体の 30%弱ですから，この

地域での感染は他の地域よりも深刻です。また，

グラフの曲線の傾きが示す新規感染者の増加率

は，7 都府県に緊急事態宣言が行われた 4 月 7

日，全国に緊急事態宣言を拡大した 4 月 16 日

よりも高い状況が 7 月上旬から現在まで継続し

ています。そして，東京を除く 3 県の中で，神

奈川県は他県との人口差を加味してもなお突出

して感染者数が多くなっています。神奈川県で

の感染状況は他県よりも厳しい，それが神奈川

学習センターの認識です。皆様とこの認識を共

有したいと思います。 

Go To キャンペーンは，ある程度の感染拡大

を想定した上で，社会活動に不可欠な経済の活

性化を図る施策です。様々な意見がありますが，

社会に一定程度，受け入れられているのも事実

です。しかし，放送大学は，感染拡大の防止が

最優先事項と考えています。学生の皆様への感

染リスクを可能な限り小さくした上で神奈川学

習センターでの学びを支援する，これが私達学

習センター教職員の使命です。60 歳以上の高齢

者が三分の一以上を占める神奈川学習センター

では, 感染対策を他の地域よりも厳重に行わな

図 1 新型コロナウイルス感染者累計 

(読売新聞朝刊掲載の数値をもとに作成) 
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ければなりません。 

「あきだより」では，専門家と相談して実施

している様々な感染防止対策を紹介しています。

例えば，使用されたすべての座席・机・PC・タ

ブレットの消毒，通路など共用部分の消毒，電

話受付などを毎日職員が実施していますし，面

接授業の教室でのアクリル製のパーティション

の組み立て，配置・清掃も職員が行っています。 

コロナ禍以前の学習センターをご存知の方々

には，入構時の検温と手指消毒，来所の事前予

約，センターでのマスクの常時着用，食事の禁

止など不自由さばかりが目についていると思い

ます。しかし，学習センターを利用する全学生

のご理解，ご協力なくして，センターが進めて

いるこれらの対策に実効性をもたせることはで

きません。 

当センターは，すでに視聴学習室，センター

でのゼミを再開しており，図書閲覧室の利用も

再開しました。今後，新しい生活様式の下で各

種の活動を行う方法を模索しつつ学習相談やさ

らにはセンターでのサークル活動などの再開を

目指します。 

新型コロナウイルス感染症の脅威は，感染防

止の確たる方法，確実な予防法，さらには治療

法も未だ確立されていないことにあります。

日々安全に過ごすことを積み重ねながら，学生

生活を継続していただかなければなりません。

来所されるご自身，周囲の学生，拡大防止に取

り組んでいる教職員などすべての関係者への感

染防止のため，そしてセンターの活動の維持・

発展のために，感染防止活動へのご協力を重ね

てお願い致します。 

 

 

新型コロナウイルスについて３（秋） 

放送大学神奈川学習センター 客員教授/学校医 大重 賢治

 

本稿執筆の段階（10 月下旬）では、日本の新

型コロナウイルス感染者報告数は、1 日 500 人

前後で推移しています。8 月に 1 日 1000 人を超

える感染者が報告された第 2 波は、減じはした

ものの、水位が高めでとどまっている状態です。 

病原体にさらされること、これを暴露と呼び

ます。取り込んだ病原体の量すなわち暴露量は

感染のリスクに影響します。量が多いほど感染

が成立するリスクが高まります。新型コロナウ

イルスの場合、重症化のリスクにも暴露量が影

響しているという説があります。侵入してきた

ウイルスに対して身体の免疫細胞が戦うのに多

勢に無勢では、分が悪いのは容易に想像できま

すので、十分に納得できる説です。暴露量が少

ないに越したことはありません。 

先日、理化学研究所などの研究チームから、

スーパーコンピューター富岳によるシミュレー

ションで、マスク装着により、呼吸で吸い込む

ウイルスを 3 分の１程度に抑えられるという研

究結果が報告されました。マスクは人の表情を

覆い隠し、コミュニケーションを難しくすると

いう側面があります。そういったことから、フ

ェイスシールドやマウスシールドで代用された

りもしていますが、こういったシールドのみで

は暴露量を減らす効果は多くは期待できそうに

ありません。不特定の人がいるような場所では、

ぜひマスクを装着するようにしましょう。 

来年の夏が今年の夏よりひどい状況になるこ

とはあまり想像できません。同じように、来年

の秋・冬が、今度の秋・冬よりひどい状況にな

ることは無いでしょう。この冬を乗り切ると出

口への道筋が見えてくると思います。マスクの

装着、こまめな手洗いの実施、ソーシャルディ

スタンスの確保に努め、乗り切りましょう。
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新型コロナウイルス感染拡大に伴い、当センターでも可能な限り感染のリスクを抑える取り組みを行って

おります。 

〇受付 

 

〇窓口 

 

〇講義室 

 

〇飲料販売室（旧談話室）・ホール 

 

 

学習センターにおける新型コロナウイルス対策 
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現在当センターでは完全予約制を実施しており、来所される

方は、まずこの受付で一人ずつ入構手続きをします。 

受付では検温と手の消毒のための設備を備えております。受

付の際に体温が３７．５度を超えた方、マスクを着用していない

方は入場をお控えいただいております。 

＜写真解説＞ 

① サーモマネージャー（顔を認証する検温装置です。） 

② 消毒液（来所時にはご利用ください。） 

③ アクリルパーテーション 

各来所者の距離を一定以上に保って頂くため、学習センター

の床には、各種掲示があります。 

左の写真は窓口前のホールの様子で、窓口に並ぶ方は、床のラ

インと待機位置の掲示に沿ってお並び頂きます。 

図書室、廊下、トイレについても同様に、ラインや待機位置の

掲示を行っております。 

＜写真解説＞ 

① ライン（進行方向や並ぶ列を表示します。） 

② 待機位置の掲示（この位置で並んでください。） 

各講義室では、他の学生との密集・密接を避けるため、机同士

の距離を空け、椅子の数も減らし、各机につき 1 名のみとしてお

ります。 

 また、各席にはアクリルパーテーションを設置し、飛沫感染の

リスクの軽減に努めております。 

 左の写真は第３講義室の様子ですが、他の講義室もほぼ同じ設

置状況になっております。 

＜写真解説＞ 

① 机（本来２～３人用の机を１人用にしています。） 

② アクリルパーテーション 

① 

② 

③ 

① 

② 

① 

② 

談話室は飲料販売室となり、自動販売機のみご利用できます。談話、食事、自習、テレビ・パソコン

の使用等はできません。ホールも椅子・机はご利用いただけません。こちらも談話や食事は禁止です。 

飲料販売室 

立入禁止 

立入禁止 

自動販売

機 

第８講義室前ホール ２階エレベーター前ホール 

ＯＵＪ神奈川学習センターあきだより 



令和２年９月卒業証書・学位記授与式  

令和２年９月２０日放送大学神奈川学習センタ

ーにて、令和２年９月卒業証書・学位記授与式が

挙行されました。新型コロナウイルス感染症の流

行から、式の開催が危ぶまれましたが、各種感染

症対策を行い、密を避ける観点から、午前午後の

２回に分ける異例の式となりました。 

 神奈川学習センターの卒業生は１５８名。その

うち５７名の出席がありました。 

 

会場にとどまる時間を短くするために、学位記

の授与を式の最後にし、福富洋志所長の式辞によ

り式が始まりました。 

 

福富所長の式辞 

コロナ感染症の拡大が、おさまっていない中で、

人材育成を使命とする大学で、最も重要な行事で

ある学位記授与式を行い、みなさまが修められた

成果を、ともに称えることができ本当に嬉しく思

っています。従来の式典にできるだけ近い形で実

施しようと準備しましたが随所に感染防止の措置

をとらざるを得ませんでした。 

１２４単位の学修を終えられた意味をどう考え

るか？大学卒にふさわしい知識を身につけたこと

は根幹にあります。 

けれど、それだけではなく、さまざまな教科書

あるいは参考書を読み、その中にある文章や図面

から著者が言わんとすることをくみ取り、ときに

は何日もかかってそれを理解して自分のものとす

る。ときには文章としてまとめることもあった。

そういう繰り返しの学びをされてきました。その

理解が妥当なものであることで、単位が認められ

ました。 

文章や図面を理解して必要な情報をその文脈の

中から、正しく取り出す力を、リテラシーと言い

ます。大学での学びの意味の多くは、リテラシー

の修得と思っています。 

一つの課題を理解するためには、その分野の知

識だけでは充分ではなく、他にどんな知識が必要

か想像し、調べる。ということも経験されたと思

います。 

リテラシーと想像力、これが具体的に見える知

識の量、知識の質というもの以外で、重要な大学

の学びの成果であると思っています。 

 本日は、確かにひとつの区切りでありますけれ

ど、リテラシーも想像力もまだまだ深めて行く必

要があるということもお気づきではいかと思いま

す。 

  

学位授与式や卒業式のことを英語では、

Commencement

と言っておりま

す。この言葉の本

来の意味は開始、

始まり。卒業式が

始まりであるの

は、日本にはない

発想ですが、生涯

の学びの場である放送大学の学位授与式こそ、ま

さに Commencement と言えます。 

通信教育という難しい過程でこれまで学習を続

けて来られたみなさまは、これからも、本学に限

ることなく多様な場で学習を続けることができる

と思います。是非今後も学びを重ねてほしいと思

います。 

そして、神奈川学習センターは、今後もみなさ

まとの繋がりを大切にして行きたいと思っていま

す。 

 

つづいて、来賓の神奈川同窓会 金田保男氏の祝

辞がありました。 

 

同窓会金田氏の祝辞 

コロナで学位記授与

式ができるかと危惧し

ていました。みなさん

は、忍耐に近い努力を

続けて卒業されまし

た。人生１００年時代、

百歳を超える学生も数名います。果てしなく遠い

道程と思うのですが、それでも、クリアする方法

はあるのです。それは何か、どうやれば良いの

か・・・それは仲間をつくることです。 

イギリスの作家アイザック・ウォルトンの格言

「旅のよい道連れは旅道を短くする」があります。

仲間がいれば楽しく進むことができるということ

です。 

図書室などで、今日もあの方が来て頑張ってる

なと思うと、よし私も頑張ろうと思う。 

是非とも我 （々同窓会）の仲間になって、人生 100

年時代の案内役になってほしいと思います。 

 

つづいて客員の３人の先生方の祝辞です。 
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高木秀明客員教授の祝辞 

論語に、「学びて思わざ

れば則ち罔し（くらし）、

思いて学ばざれば則ち殆

し（あやうし）。」という言

葉があります。みなさん

思いをもたれて、学ばれ、めでたく卒業されまし

た。これからは、学んだことを基にして、いろいろ

なことを思い考え、人生を豊かなものにしてくだ

さい。学びや思いを継続することは大変価値があ

ります。 

人間力という言葉がありますが、人間として生

きて行くために必要な力その置かれた状況に応じ

てたくましくつくってゆく、そして問題を解決す

るということが必要なります。みなさまも学ばれ

たことを生かされて活躍されることを念じていま

す。 

持田幸良客員教授の祝辞 

神奈川学習センターで

は、自然科学、植物科学 

植物生態学をみなさんと

ともに勉強してきました。

植生学で、フィールドワークを体験することによ

って、身近な自然をどう捉えて行くかという授業

してきました。 

われわれ科学者は、自分の分野だけやるのでは

なくて、隣接する分野の人と知識を交換し研究を

進めて行くことで、さらに研究がすすんで行く、

みなさんも体験されたことをベースにいろいろな

分野に関心をもっていただいてさらに自分を深め

ていただきたい。 

茂木一衞客員教授の祝辞 

学ぶときは障害がある

もの。私が大学を卒業す

ることは、学生運動が盛

んで、勉強するときは続

けるのは難しかったが、

だからこそ、このタイミ

ングで頑張って勉強しなくてはいけないと思った

記憶もある。学位記授与式はなく、指導教授のと

ころに行って、学位記を受け取った。今も学びの

貴重さを感じています。勉強することは、困難に

打ち勝つことがとても大事で、それによって自分

の勉学が深まるということがあると思います。 

今年は、ベートーベン生誕 250 年、耳が聞こえ

なくなり、1503 年に遺書を書いて、もう自分は駄

目だと絶望の淵に立った。そこから立ち直り、芸

術のために生きると宣言してから、数々も名曲を

生み出してゆく。困難や障害があると本当にやる

気がある人というのは、それを乗り越えて良い仕

事をどんどん残して行かれると思います。みなさ

んも、これからずっと勉学を続けてゆくと思われ

るが、形にして残していってほしい。 

 

 

所長から、ひとりひ

とりに学位記が手

渡され、名残惜しそ

うに帰路につきま

した。 

 

 

神奈川学習センターは、新型コロナウイルス感染予防のため、下記の通り利用できる施設・サービスが制限さ

れています。ご不便をおかけいたしますが、何卒ご理解の程、お願いいたします。 

なお、下記のルールについても、状況に応じて変更となる場合がございます。予めご了承ください。 

≪各種業務時間の変更について≫ 
 各種業務の受付時間が下記の表の通り変更となります。事務室窓口、電話受付は１０月１６日以降、図書室

窓口、視聴学習室、図書閲覧室は１１月４日以降に変更後の時間で運用します。 
 

業務 これまでの時間 変更後の時間 変更時間開始日 

事務室窓口業務 10:30-16:00 9:30-17:00 10月 16日～ 

電話対応時間 10:00-16:00 9:30-17:00 10月 16日～ 

図書窓口業務 10:30-16:30 10:00-17:00 11月 4日～ 

視聴学習室 10:30-16:00 
第 1部 10:00-13:00 

11月 4日～ 
第 2部 14:00-17:00 

図書閲覧室 閉室 
第 1部 10:00-13:00 

11月 4日～ 
第 2部 14:00-17:00 

※上記時間は今後の状況により、予告なく変更となる可能性があります。 

神奈川学習センター利用の際の注意事項 
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≪施設利用について≫ 
■ 共通のルール 

◇面接授業・ゼミを除き、どの用件でも、来所の際には 1週間前～前日の予約が必要となります。 

◇体温が３７.5度以上ある方はご利用いただけません。 

◇学習センター内では、常にマスクを着用してください。マスクを外すと新型コロナウイルス等の感染のリスク

が格段に上がります。当然マスクを着用していない場合の入構は禁止です。 

◇センター内は食事禁止です。退所後、来所前に必ず所外で済ませてください。 

 

 

 

 

 

 

 

■ 図書閲覧室 

11 月 4 日より図書閲覧室の利用を再開しますが、第１部と第２部の２部制で運営します（13:00-

14:00 は閉室）。多くの学生に利用していただくため、同一の学生が両方の部を利用することはできません。ま

た、午前中は視聴学習室、午後は図書閲覧室といった形で利用することもできません（その逆も同様に不可）。

また、一度に予約できるのは 1日分のみです。複数日分の予約を一度に入れることはできません。 

■ 視聴学習室 

利用時間が変更となり、図書閲覧室と同じく、第１部と第２部の２部制に分かれます。利用の時間

やルールは図書閲覧室と全て共通で、同一の学生が両方の部を利用できない点等も同様です。 
■ 実習室 

閉鎖しており利用できません。再開時期は未定です。 

■ 談話室→飲料販売室 

談話室は「飲料販売室」とし、自動販売機の利用のみ可能とします。飲食、会話、10分を超える在

室、テレビやパソコンの使用はいずれも禁止としております。購入した飲料は自席でお飲みください。飲料販

売室をはじめとする共用スペースでは飲まないでください。 

≪面接授業を履修される方の学習センター利用について≫ 

面接授業履修およびゼミ参加のみを目的に来所される方は、予約不要ですが、図書閲覧室や視聴学習室

も併せて利用する場合は予約が必要です。また、午前のみ、午後のみの科目を受講する場合、それぞれ退

所後、来所前に、学習センターの外で昼食を済ませてください。 

≪ゼミの再開について≫ 

客員教員ゼミは参加人数を 10名以下（教員を含める）に限定して再開しております。参加者が 10名

を超える場合は WEB会議システムとの併用になります。参加者は主催教員が取りまとめることになっておりま

すので、ゼミに参加する方は、主催教員まで直接連絡してください。学習センターで参加受付はしておりません。 

ゼミ参加の方の学習センター利用のルールは面接授業を履修する方に準じます。ゼミ参加のみの場合は予

約不要ですが、他の施設も利用する場合は予約が必要です。昼食も所外でお済ませください。 

≪サークルのための講義室等の予約について≫ 
サークルのための講義室の予約については、引き続き停止しております。ご不便をおかけして申し訳ございま

せんが、何卒ご理解の程、お願い申し上げます。予約受付を再開する際は、当センターホームページにて案内

します。 
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①キャンパスメール（学生 Gmail）を開く 

     
システム WAKABA にログインし、左側にある「Gmail」と書かれた部分をクリックすると、キャンパスメールが開

かれます（上の図の右の画面）。届いたメールの一覧から、Zoom ミーティングの招待メールを探します。 

 

②招待メールから参加 

                            
メールには Zoom ミーティングに参加するための URL が記載されていますので、こちらをクリックします。少し

待つと Zoom の画面（上の図の中央の画面）が開きます。同時に、オーディオの参加の有無を確認する画面（上

の図の右端の画面）が表示されるので、自分のパソコンにマイクがある場合は「コンピューターでオーディオに参

加」をクリックします。マイクがない、または使用しない場合は右上の「×」を押して閉じてください。 

 

③各種設定変更等 

 
 

各種設定は画面下部に表示されるアイコンから行います。使用頻度の高いものを紹介します。特に③の「参

加者」から変更可能な表示名は、全参加者に公開されますので、問題のないものに変更してください。（授業で

は学籍番号の一部に変更するよう指示があります。）また、各種設定は主催者（教員等）により制限されることが

あります。 

 

① 

 自分が使用するマイクの音声を他の参加者に発信するかを設定します。「ミュート」にす

ると自分の声は他の参加者に聞こえず、「ミュート解除」とすると他の参加者に発信でき

ます。また、Zoom 起動時にオーディオに参加しなかった場合は、ここで再度設定できま

す。 

② 
 自分が使用するカメラの映像が他の参加者の画面に表示されるかを設定します。「ビ

デオの停止」にすると映像が表示されません。 

③ 

 画面右に参加者一覧が表示されます。参加者の確認の他、表示名の変更もできます。

参加者一覧の自分の名前にカーソルを合わせると「詳細」ボタンが現れますので、クリ

ックすると名前を変更することができます。 

④ 
 

クリックするとチャットの画面が開きます。 

⑤ 
 

ミーティングを退出する際に使用します。 
 

Zoomでの WEB授業参加方法（参加者視点） 
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届いたメールの一覧が 

ここに表示されます 

※メールのタイトル・文面は

主催者によって異なります。 

① ② ③ ④ ⑤ 

 
https://zoom.us/■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

 



令和２年度 神奈川学習センター開講ゼミ・研究会一覧 

●神奈川学習センター客員教授開講ゼミ 

●元客員教授開講ゼミ 

教員名 ゼミ名 活動内容 開催等 開催日 連絡先 備考 

浅野 幸弘 浅野ゼミ 

経済・金融・証券投資の本をテキストに、ゼミ生が順に

内容を纏めて報告、その後全員でディスカッションする

2019 年度はテキストとしてフェリックス・マーティン

「21 世紀の貨幣論」を使用する。 

原則 

第２木曜日 ゼミは教員を含め

て１０名以下の

場合のみ開催しておりま

す。 

 

ゼミの開講状況について

は、教員までご確認くださ

い。 
 

 

また、ゼミによっては Web会議シ

ステム等により、オンライン上で

実施していることもあります。 

asano-yukihiro-

rc@ynu.ac.jp 
 

杉田 正樹 哲学カフェ モンテーニュ『エセー』の輪読と哲学カフェ 
原則 

第３金曜日 

msugita@kanto-

gakuin.ac.jp 
 

角 洋一 角ゼミ 

角ゼミでは、2016 年度から明治・大正期を代表する物理

学者・随筆家である寺田寅彦の随筆を中心に輪読を実施

しているが、2019 年度は物理学、特に力学と自然災害、

科学と芸術、大学と教育などに関する随筆の時代背景と

社会状況を考察しつつその文章化を行う。 

原則月１回 

第２木曜日 
sumi@ynu.ac.jp 所外有 

種田 保穂 種田ゼミ 
生物学に関する話題提供、動物園、博物館等の見学、自

然観察会の実施。 
月１回程度 

taneda-yasuho-pj 

@ynu.ac.jp 
所外有 

 

K－サポートからのお知らせ 
 

2020 年度第 2 学期の新入生の皆さま、ご入学お

めでとうございます。K－サポートは、学習センタ

―が開催する新入生むけの「入学者の集い」の後

の時間帯に、10 年以上にわたってメンバー自ら活

動紹介を行ってきました。内容は、新入生の方に

限定することなく、神奈川学習センターのすべて

の在学生の皆さんが、ご利用ご参加いただくこと

ができる学生や学習センターを支援するボランテ

ィア活動です。2020 年度は、学習センター内や屋

外での活動を休止中ですが、次に、5 つのチームの

平常時の活動をご紹介します。 

◇ 学習相談チーム 

面接授業開講期間の土日曜日の午後に 2F 談話

室で、学習の進め方、科目選択など学習について

の相談を受けています。 

◇ 機関紙編集チーム 

 現在もネット環境を利用して、この機関紙の記

事集め、編集、校正、カット絵、写真撮影などで協

力しています。 

◇ 地域連携チーム 

一年間かけてテーマ設定、コース決定、資料作

成などの準備を行い、学内外の方が参加するガイ

ド付きウォーキングを秋に開催しています。 

◇ バス研修チーム 

学習センターの教職員と連携してバス研修旅行

（「2020 学習センター利用の手引き」p.42 ご参照）

の企画運営を行っています。 

◇ PC サポートチーム 

 放送大学 HP が利用できない学生向けに、放送

授業の視聴、通信指導や科目登録の提出、過去試

験問題の閲覧などのテーマで個別支援を行ってい

ます。 

 

 K－サポートは、2008 年度より 12 年間の活動

の実績がありますが、“コロナ禍中”や“コロナ後”

に、どのような活動が望まれるのか模索していま

す。ご質問やご意見がありましたら、事務局あて

にメールをください。 

 

□ K－サポート事務局：ksupport@ouj.ac.jp 

教員名 ゼミ名 活動内容 開催等 開催日 連絡先 備考 

上川 孝夫 上川ゼミ 

金融や国際金融を中心に、経済学を学ぶゼミです。一見

難しそうな学問ですが、基礎を重視しながら、幅広いテ

ーマを取り上げます。また、日本銀行や東京証券取引所

の見学なども予定しています。 

原則 

第３土曜日 

ゼミは教員を含め

て１０名以下の

場合のみ開催しておりま

す。 

 

ゼミの開講状況について

は、教員までご確認くださ

い。 
 

 

また、ゼミによっては Web会議シ

ステム等により、オンライン上で

実施していることもあります。 

kamikawa@ynu.ac.jp 所外有 

高橋 邦年 
英語基礎 

ゼミナール 

毎回 3 時間（休憩 10 分）の活動を行う。平易な英語教

科書を選び、必要に応じて講師が内容について説明・解

説をし、それを受けて学生が演習を行う。進度はあらか

じめ定めず、無理なく進める。 

基本的に毎月 

第２土曜日 

または 

第３土曜日 

takahak18@gmail.com  

白井 宏明 白井宏明ゼミ 

今年度のテーマ：「SDGs をシミュレーションしよう」 

国連で採択された SDGs（Sustainable Development 

Goals：持続可能な開発目標）について文献調査し、討

議する。時には事例見学を行う。さらに、各自が関心の

ある項目を選び、EXCEL などのコンピュータツールを使

用して、シミュレーションモデルを作成し、実験・分析

する。 

月 1 回 shirai@shirai.org  

茂木 一衞 茂木ゼミ 
主にヨーロッパの芸術音楽について、歌唱、演奏、鑑賞

の活動を通して学習・理解し親しみます。 
原則月２回 kmoteki@nifty.com  
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○放大かながわレク・サークル 
 ★サークル活動：放送大学生との「仲間作り」と 

 ウォーキング等の「健康づくり」 

★例会：２ヶ月に１回（含、映画鑑賞会） 

★ウォーキング：２ヶ月に１回、「日光街道」 実施中。

名所旧跡文化施設等も対象。 

★その他観劇、観光、映画、美術鑑賞等。 

上記の各種活動はいずれも自由参加。 

 ―会員募集中（随時申込・受付）― 

★問合せ：島田 義治 Tel 090-3907-8384 

 E-mail simada.yosiharu@coral.plala.or.jp 

○神奈川放友会  
豊かで実りある学生生活を共有することを目的に

1985年神奈川学習センターの開設と同時に創立

し、同年 10月に公認サークルとして認可を受け、今

日に至っており「学び」と「触れ合い」を柱とする幅広

い活動を展開し現在約 130余名の会員が所属する

歴史と伝統があるサークルです。 

活動は例会開催・一泊研修旅行・忘年会・パソコ

ン勉強会・俳句の会・女性の会、音楽部等がありま

す。 

詳細は http://kanagawa-hoyukai.jp/を御覧くだ

さい。 

問合せ：真野憲助 info@kanagawa-hoyukai.jp 

 学生サークルからのお知らせ 

○うえるかむ Kanagawa 
私達は英語を楽しみながら学んでいるサークルで

す。 

☆例会は毎月第 2、第 4水曜日です。(試験月等は

変更があります。) 

*外国人講師の英会話レッスン 10:15～12:30 

(3 クラスに分かれ、各 45分) 

*English Songs 13:15～13:30 

(みんなで一緒に楽しくうたう) 

*Group Study 13:30～15:30 

(4 クラスに分かれ学生同士で学ぶ) 

☆そのほか洋画鑑賞会、ゲスト講演会などを開催し

ています。 

☆問い合わせ  金子 響(090-1408-8599) 

  

○人間学研究会 
★「目的：人間の本質的・実質的なあり方について、

多面的視野から学習。会員の交流と親睦を図る」  

会員 72名（男性 43女性 29） 

＊月例会：卒業研究・旅行経験等のテーマを発表

（現在リモート開催初心者練習 OK） 

＊茶話会：随時、美味しいお菓子が出ます。 

★会誌「せせらぎ」31号を発行 

★ウォーキング：紅葉狩り・美術館巡り等 

会員募集中 

★お問合わせ：大和田克美  

oowada-katsumi@gmail.com 

佐藤 義春 

  yoshi.l.chie@yd6.so-net.ne.jp 

                             

○スペイン語研究会 
★目的：西語日常会話習得と西語圏歴史・文化を学
ぶ。 ★活動：月 2 回（第１・第 3 木曜日）。 
★会費：月 1,000 円。 ★内容：講師による日常会 
話習得、会員・ゲストスピーカーによる西語圏研究 
発表・講演。 ★その他：親睦会等。 ★学習センタ 
ー閉所中に、当会では、「メール授業」（西語童話の 
和訳、文法習得）、「Web 会議」会員間情報交換、 
「電子メールニュースレター」発行等活動継続。 
また、10月から外国人講師 （ペルー人女性 ） 
「対面授業」開始。於：大岡地区センター 
★連絡先：会長・講師 肥後 照雄 
電話： 080-2049-3523 
メールアドレス： t_higo@cb3.so-net.ne.jp 

○資格取得研究会 
  看護・福祉分野（心理や教育系も含む）のキャリア

アップや進学・就職を目指す集まりです。目標の資

格は、正看護師、看護学士、認定心理士など。例

会は、ひと月に 1回、土曜または日曜に開催。情報

交換が中心。オンライン例会計画中。 

★会費：￥５００（１年間） 

★ホームページ… http://shikaku.yumesora.net  

★お問い合わせ…080-5546-7913（はこざき） 

現在、学習センター等の利用制限により、平常時

の活動内容と異なっている場合があります。今現在

の活動と平常時の活動が併記されている団体もあり

ますので、ご注意ください。 

ＯＵＪ神奈川学習センターあきだより PAGE 10 

file:///C:/Users/やまざきまさゆき/Documents/放友会25年度関係資料/放友会概要、入学者の集い関係/info@kanagawa-hoyukai.jp
mailto:oowada-katsumi@gmail.com


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

． 

 

 

  

○ダンスサークル（社交ダンス） 
★場所:神奈川学習センター第 7講義室 ★曜日:

第 2・第 4火曜日  *第 1・第 3火曜日自主練習 

★時間:午後 2時～4時 講師:菊島弘明・ユリ子 

★会費:1か月 1500円 ★活動内容:社交ダンス

(モダン、ラテン)の学習(ダンス パーティーで踊れ

るレベルに)   ダンスはスポーツです。健康増進

(特に、姿勢が良くなる)、ストレス解消に、楽しく踊り

ませんか!! 人生がより明るくなります。不定期です

が、1泊での実習旅行も実施しています。初めての

方も楽しく踊っています(初心者、歓迎!)   また、

全科履修生の方は 30時間のレッスンで、体育実

技 1単位を取得できます。   

★連絡先: 中村 健 tarumakan0904n@gmail.com 

○韓国語同好会 
★コロナ感染予防のための学習センター閉所中は 

オンラインミーティングでの自由発表 

＝＝通常期のスケジュール＝＝ 

★月例会予定日 ２回/月 第２、第４土曜日 

（認定試験月は１回） 

① 10：00～11：30 中級クラス 

② 11：30～12：00 ミーティング（全員） 

③ 12：00～13：30 初級クラス 

④ 13：45～14：45 自主学習 短編小説 自由会話 

★講師 李明淑（イ・ミョンスク）先生 

★初級・中級の２クラス、両方への参加可能です。 

★初めての方へのサポートもあります。 

○神奈川合唱団 

★合唱を愛好する皆さんと一緒に学びつつ 

合唱で学生生活を楽しむサークルです。 

現在 3０有余名の会員がおります。 

★学位記授与式(NHKホール)では、全国の 

合唱を愛好する皆さんと「学歌」ベートーヴェン 

の「第九」第 4楽章を歌い卒業生、修了生の 

お祝いをしました。 

現在は、「学歌」「と・も・た・ち」などの 

合唱曲を練習しています。 

★合唱指導は、オペラなどに出演している 

バリトンの清水一成先生、新井ゆう子先生の 

ピアノ伴奏で練習をしています。 

☆場所：大岡地区センター 音楽室(2階) 

☆日時：毎月第２・第４水曜日 18:10～20:30 

☆連絡先、馬場信一 s-baba820@leaf.ocn.ne.jp 

 

  

 神奈川同窓会だより 

 神奈川同窓会は、放送大学に学んだ「誇り」を共有

し「母校意識」をもって大学のために、活動していま

す。「卒業・修了祝賀茶話会」学園祭の「ホームカミン

グデー」、毎月行う「弘明寺サロン」等を開催していま

す。社会貢献として、「プランインターナショナルジャ

パン」や「あしなが育英会」を通して寄付金を贈る活

動もしています。また、同窓会連合会として、大学と

共催で学位記授与式（卒業式）謝恩会を行います。 

現在、学習センター内外の行事等の活動は、中止

しています。 

本年度に予定していた 30周年記念行事は、開催

目処が立っていません。会誌『波濤』の 30周年記念

号は、年明けの発行を目指しています。最新情報

は、インターネットでご覧いただけます。 

 

神奈川同窓会ホームページ「波濤ネット」 

 urlは、 http://hatoh.net/  

「放送大学神奈川同窓会」で検索してください。 

★入会随時、見学大歓迎です。 

★会費 1 ヶ月 2,000円 3か月前納 

★問合せ 神奈川サークル協議会ホームペー

ジ。 

http://kcc-ouj.net/dantai/hangugo/ 

tsuyukimt@gmail.com（代表：露木）   
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通巻第８４号 

○中国語学習会 
駅のポスターに『南東北の旅』というのがあって、「ン、こ
れは、福島県？」。なら、会津は「南東北西」ですか？とこ
ろで、中国語で『東西』は、「トンシ」と読んで、「もの」のこ
とですが、読み方（音の上げ下げ）が違うと、方角の意味
になります。この音の上げ下げを四声と言って、中国語
が歌う様に聞こえる素ですが、学習初心者には苦労の素
でもあります。 
今は、主にネット(ZOOM)を使って学習会をしていま

す。第 1・3 日曜日の午前 10 時半または、午後 1時半
から。詳細日程などは、下記にお問合わせください。初
めて中国語を勉強する人も、それなりの人も、楽しく中国
語に親しめればと思っています。頑張りましょう！  
＊問合わせ先 snuf.708w@ezweb.ne.jp：和田 
または、 elcondor@ra2.so-net.ne.jp：近藤 
＊大学再開時には、１階学生掲示板に日時・教室等を

掲載。 

mailto:tarumakan0904n@gmail.com
http://hatoh.net/


 

 

 

 

● 神奈川学習センターの施設利用について 
1 学期よりも利用可能な範囲を拡大しておりますが、現在も一部ご利用できない場所・サービスがあります。ま

た、引き続き完全予約制での運用となります。ご不便をおかけして申し訳ございません。 

 

予約の上で利用可 事務室窓口、図書室窓口、視聴学習室、図書閲覧室 

利用不可 実習室、談話室（自動販売機を除く）、講義室（サークルでの利用） 

● 学生証入手について 
学生証の入手（更新を含む）については、下記の 2通りの方法で対応しております。いずれも神奈川学習センタ

ー所属の学生のみ対応可能で、他の学習センター所属の方は対応できません。 

①学習センターに来所の上での受け取り 

 1 週間前～前日までに電話で予約の上で来所してください。入学許可証（新入生）または有効期限切れの学

生証（更新の方）を忘れずにお持ちください。 

②郵送での入手（申し訳ございませんが、送料は学生負担となります。） 

 下記のものを神奈川学習センターまでお送りいただきますと、学生証を返送します。ただしこちらは、新型コロ

ナウイルス感染拡大防止のため、現在のみ例外的に認めている措置となります。 

 ♢任意様式の申請書（「学生証郵送希望」と明記の上、学生番号、氏名、住所、生年月日を記載） 

 ♢特定記録郵便２４４円分の切手を貼った定型返信用封筒（住所を記入） 

 ♢入学許可書（写）、顔写真付身分証明書（写）、有効期限切れの学生証のいずれか 1点 

● 単位認定試験期間 （最新の情報はホームページを必ずご確認ください。） 
２０２０年度第 2 学期の単位認定試験は、第 1 学期と同様に自宅受験となります。下記の期間での実施となり

ます。 

〈学部・大学院共通〉 ２０２１年１月１３日（水） ～ ２０２１年１月２１日（木） 
   ※事前に周知していた試験日程とは異なります。配布済みの授業科目案内やシステムＷＡＫＡＢＡの時間割等

は、変更前の日程で記載されていますのでご注意ください。 

● 大岡地区センターにて講演会を開催します 
神奈川学習センターと大岡地区センターの共催で、下記の通り講演会が開催されます。一般の方を対象としてお

りますが、学生の方の参加も可能です。参加をご希望の方は、神奈川学習センターまでお電話でお申し込みくださ

い。なお、開催場所は大岡地区センターになります。 

 

日付 時間 教員 テーマ 

11月 29日（日） 13:30-15:00 伊藤信之先生 日常生活の中でのトレーニングとストレッチング 

 

● 第２学期通信指導の提出期間等 (学生生活の栞を熟読のこと) 
≪郵送提出≫ ２０２０年１１月１７日（火） ～ １２月１日（火） 放送大学本部必着 

≪Web提出≫ ２０２０年１１月１０日（火）１０：００ ～ １２月１日（火） １７：００まで 

〈 添削結果返送時期 〉 ２０２０年１２月末～１月上旬 

以下の期限までに添削結果が届かない場合は、放送大学本部まで連絡してください。 

①択一式科目・併用式科目の択一部分： ２０２1年１月８日（金） 

②記述式科目・併用式科目の記述部分： ２０２1年１月１８日（月） 

※ 未提出及び期限を過ぎて到達した場合は単位認定試験を受験できません。 

神奈川学習センターからのお知らせ 

お問い合わせ： 放送大学神奈川学習センター 

 電話 045（710）1910 (月曜日･祝日等を除く、９時３０分～１７時００分） 
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